
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3030 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 総合英語Ⅱ ５ ２年 

教科書 

① CROWN English Communication Ⅱ（三省堂） 

副教材 

① システム英単語[５訂版]（駿台文庫） 

② Reading Gym 発展編（数研出版） 

③ Skyward 2nd Edition CLOUDS Course（桐原書店） 

④ CNN Science Vol.1 (朝日出版社) 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

日々の授業においては、予習が必須となる。２年生では読む分量が増え、内容も難化する。事前に本時の新

出語彙の確認をし、自分で訳をしておくこと。また、１年生で学習した CNN を２年生では”Science”に特

化した教科書を用い、引き続きニュース英語という高度なリスニングを学習する。”Science”に特化する

とは言え、題材は環境問題や社会問題まで多岐にわたる。そういった題材に触れることで、今世の中で起こ

っている出来事について関心を持ってほしい。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第２学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・自然な速さで話され

るスピーチや会話（３

～５分）を聞いて、要

点をつかみながら内容

を理解することができ

る。 

・自然、化学、芸術、

文学等の多様なテーマ

の会話、スピーチ、講

義などにおいて、なじ

みのないことでも全体

の概要を理解すること

ができる。 

・よく知っている分野

の説明書や記事、契約

書などの要旨を理解す

ることができる。 

・難しい部分は読み返

す等しながら、ある程

度まとまった文章や小

説などの全体の要旨を

理解することができ

る。 

・論点の明らかな英文

を読み、また、話され

た英文を聞いて、その

概要を簡潔に話すこと

ができる。また、その

内容に関した自分の意

見を述べることができ

る。 

・自分のこれまでの経

験、将来の夢や希望な

どについて、前もって

準備し、メモを見ない

で理由と具体例を添え

て短く説明することが

できる。 

・複数の段落で、序論・

本論・結論を意識して、

時間をかけた修正を経

て、自分の意見をわか

りやすく書くことがで

きる。 

・自分のよく知ってい

るトピックに関して、

インターネットなどか

ら情報を収集し、それ

をまとめた文章を書く

ことができる。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言

語の働きなどの理解を深めるとともに、

これらの知識を、聞くこと、読むこと、

話すこと、書くことによる実際のコミュ

ニケーションにおいて、目的や場面、状

況などに応じて適切に活用できる技能

を身に付けている。 

・コミュニケーションを行う目的や場

面、状況に応じて、日常的な話題や社会

的な話題について、外国語で情報や考え

などの概要や要点、詳細、話し手や書き

手の意図などを的確に理解したり、これ

らを活用して適切に表現したり伝え合

ったりしている。 

・外国語の背景にある文化に対する理

解を深め、聞き手、読み手、話し手、書

き手に配慮しながら、主体的、自律的に

外国語を用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

前期 

Lesson 1 

“Lost in 

Translation” 

Lesson 2 

“One Book 

Can 

Empower a 

Child” 

聞くこと 

a: 英語の音声の特徴（リズム・イントネーション）を理解している。 

b: 日常的な話題（「世界の家」や「好きな人物」など）について、必 

要な情報を聞き取っている。 

c: 日常的な話題（「世界の家」や「好きな人物」など）について、必 

要な情報を聞き取ろうとしている。 

定期考査 

（リスニング） 

読むこと 

a: 時間を表す語句などの意味や働きを理解している。 

b: 身の回りの事柄（「世界の家」や「好きな人物」等）に関する英語 

で書かれた短い説明を読んで概要を捉えている。 

c: 身の回りの事柄（「世界の家」や「好きな人物」）について英語で 

書かれた短い説明を読んで概要を捉えようとしている。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（発表） 

a: 時間を表す語句などの意味や働きを理解している。 

b: 日常的な話題（好きな人物等）について、基本的な語句や文を用い 

て話している。 

c: 日常的な話題（好きな人物等）について、基本的な語句や文を用

いて主体的に話そうとしている。 

授業中ペアワーク 

プレゼンテーショ

ン等 

書くこと 

a: 自分のことや身の回りのものを紹介するために必要な書く技能を 

身に付けている。 

b: 自分のことや身の回りのもの（家にあるもの等）について簡単な 

語句や文を用いて書いている。 

c: 自分のことや身の回りのもの（家にあるもの等）について簡単な語 

句や文を用いて読み手に配慮しながら書こうとしている。  

定期考査 

（ライティング） 

中間考査 

Lesson 3 

“Accessible 

Japan” 

Lesson 4 

“Crossing 

the Border” 

Lesson 5 

“Mental 

Toughness” 

Lesson 6 

“Walking in 

Gaudi’s 

Footsteps” 

 

 

聞くこと 

a: 考えや意図を伝える表現（「提案する」や「承諾する」、「断る」 

等）の特徴やきまりに関する事項を理解している。 

b: 日常的な話題（旅行先の検討等）に関する会話を聞き、話の展開や 

話し手の意図を把握している。 

c: 日常的な話題（旅行先の検討等）に関する会話を聞き、話の展開や 

話し手の意図を把握しようとしている。 

定期考査/AT 

（リスニング） 

読むこと 

a: 情報を事実と意見に整理する技能を身に付けている。 

b: 日常的な話題（休暇中の行動等）に関する E メールを読み、文章 

の展開や書き手の意図を把握している。 

c: 日常的な話題（休暇中の行動等）について、文章の展開や書き手の 

意図を把握しようとしている。 

定期考査/AT 

（リーディング） 

話すこと 

（やり取り） 

a: 相づちを打ったり、聞き直したりする等、コミュニケーションを円 

滑にするための言語の働きを理解している。 

b: 日常的な話題（好きな場所等）について、簡単な語句や文を用いて 

伝え合っている。 

c: 日常的な話題（好きな場所等）について、聞き手、話し手に配慮し 

ながら主体的に英語を用いて伝え合おうとしている。 

授業中ペアワーク 

プレゼンテーショ

ン等 

書くこと 

a: 助動詞、to 不定詞の形式や意味、使い方を理解している。 

b: 日常的な話題（訪れたい国等）について、まとまりのある文章を書 

いている。 

c: 日常的な話題（訪れたい国等）について、まとまりのある文章を書 

こうとしている。 

定期考査/AT 

（ライティング） 

期末考査 

後期 

Lesson 7 

“Why 

Biomimicry?” 

Lesson 8 

“Invisible No 

Lomger” 

 

聞くこと 

a: 感情を表す表現を理解している。 

b: 日常的な話題（話し手の好きなもの等）についての説明を、視覚情 

報などを参考にしながら理解している。 

c: 日常的な話題（話し手の好きなもの等）についての説明を、視覚情 

報などを参考にしながら理解しようとしている。 

定期考査 

（リスニング） 

読むこと 

a: ごく身近な話題（絵画や本、漫画等）に関する話題について書かれ 

た文章を読んで、概要を捉える技能を身に付けている。 

b: ごく身近な話題（絵画や本、漫画等）に関する話題について書かれ 

た文章を読んで、概要を捉えている。 

c: ごく身近な話題（絵画や本、漫画等）に関する話題について書かれ 

た文章を読んで、概要を捉えようとしている。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（発表） 

a: 受動態を用いた文に関する英語の特徴やきまりを理解している。 

b: ごく身近な事柄（日本文化に関する事柄）について簡単な語句や 

文を用いて話している。 

c: ごく身近な事柄（日本文化に関する事柄）について聞き手に配慮し 

授業中ペアワーク 

プレゼンテーショ

ン等 
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ながら簡単な語句や文を用いて話そうとしている。 

書くこと 

a: 不定詞、動名詞を用いた文に関する英語の特徴やきまりを理解し 

ている。 

b: 日常的な話題（学校生活や将来の夢等）について、簡単な語句や文 

を用いて書いている。 

c: 日常的な話題（学校生活や将来の夢等）について、簡単な語句や文 

を用いて書こうとしている。 

定期考査 

（ライティング） 

中間考査 

Lesson 9 

“Nudges” 

Lesson 10 

“Are We 

Alone?” 

 

聞くこと 

a: 関係代名詞や比較級・最上級の意味や働きの理解を基に、社会的な 

話題（戦争・平和、人権等）について話された説明の内容を捉える 

技能を身に付けている。 

b: 社会的な話題（戦争・平和、人権等）について話された説明を聞 

き、必要な情報、概要、要点を捉えている。 

c: 社会的な話題（戦争・平和、人権等）について話された説明を聞き、 

必要な情報、概要、要点を捉えようとしている。 

定期考査 

（リスニング） 

読むこと 

a: 関係代名詞の意味や働きの理解を基に、英文の内容を読み取る技 

能を身に付けている。 

b: 社会的な話題（戦争・平和等）について書かれた文章を読んで、要 

点を捉えている。 

c: 社会的な話題（戦争・平和等）について書かれた文章を読んで、要 

点を捉えようとしている。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やり取り） 

a: 相手の意見に同意や反対する表現を理解している。 

b: 社会的な話題（学校や地域をよくするために必要なこと等）につ 

いて、自分の考え、気持ちなどを、簡単な語句や文を用いて伝え合 

うやり取りを続けている。 

c: 社会的な話題（学校や地域をよくするために必要なこと等）につい 

て、聞き手、話し手に配慮しながら、主体的に英語を用いて伝え合 

うやり取りを続けようとしている。 

スピーキング 

書くこと 

a: 論理的に一貫性のある文章を書く技能を身に付けている。 

b: 社会的な話題（学校や地域をよくするために必要なこと等）につ 

いて、情報や考えを理由や根拠とともにまとまりのある文章を書 

いている。 

c: 社会的な話題（学校や地域をよくするために必要なこと等）につい 

て、読み手に配慮しながら主体的に英語を用いて書こうとしてい 

る。 

定期考査 

（ライティング） 

期末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


